
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ネットワークの可用帯域幅を高速かつ高精度で

測定する方法を提供する。

【解決手段】複数の周期的なタイムスタンプパケットを

、受信側の通信装置へ、現在設定されている試験伝送率

(R)で伝送し、受信側の通信装置にタイムスタンプパケ

ットのそれぞれが受信された時刻に基づいて、タイムス

タンプパケット間の伝送遅延時間差の変化傾向を検査す

る。伝送遅延時間差が、予め定められた安定範囲内に含

まれず、かつ増加傾向を示すと、Rを減少させた値にし

た後に、検査を繰り返す。一方、伝送遅延時間差が安定

範囲内に含まれず、かつ減少傾向を示すと、R増加させ

た値にした後に、検査を繰り返す。かかる処理の結果、

伝送遅延時間差が安定範囲内に含まれると、現在設定さ

れている試験伝送率を可用帯域幅として決定する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し て い る 受 信 側 の
通 信 装 置 へ 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 で 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 伝 送 す る 伝 送 ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 側 の 通 信 装 置 に 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の そ れ ぞ れ が 受 信 さ れ た 時 刻 に 基
づ い て 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 検 査 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る か 否 か を 検 査 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 増 加 傾 向 を 示 す と 、 前 記 現 在 設
定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 減 少 さ せ た 値 に 設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 減 少 傾 向 を 示 す と 、 前 記 現 在 設
定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ た 値 に 設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る と 、 前 記 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送
率 を 前 記 可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 試 験 伝 送 率 設 定 ス テ ッ プ の 後 に 、 前 記 伝 送 ス テ ッ プ に 戻 る ス テ ッ プ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 は 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 減 少 さ せ る ス テ ッ プ に お い て
指 数 関 数 的 に 減 少 し た 値 に 設 定 さ れ 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ る ス テ ッ プ に お い て 指 数
関 数 的 に 増 加 し た 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 は 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 減 少 さ せ る ス テ ッ プ に お い て
線 形 的 に 減 少 し た 値 に 設 定 さ れ 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ る ス テ ッ プ に お い て 線 形 的 に
増 加 し た 値 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し て い る 受 信 側 の
通 信 装 置 へ 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 で 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 伝 送 す る 伝 送 ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 受 信 側 の 通 信 装 置 に 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の そ れ ぞ れ が 受 信 さ れ た 時 刻 に 基
づ い て 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 検 査 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 、 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲 を 基 準 と し て 定 め ら れ た 誤 差 範 囲 内 に
含 ま れ る か 否 か を 検 査 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 、 前 記 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 増 加 傾 向 を 示 す と 、 前 記 現 在
設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 指 数 関 数 的 に 減 少 さ せ た 値 に 設 定 す る ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 減 少 傾 向 を 示 す と 、 前 記 現 在 設
定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 前 記 指 数 関 数 的 に 増 加 さ せ た 値 に 設 定 す る
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ る と 、 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範
囲 内 に 含 ま れ て い る か 否 か を 検 査 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ て お ら ず 、 か つ 増 加 傾 向 を 示 す と 、 前 記
現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 線 形 的 に 一 定 値 だ け 減 少 さ せ た 値 に
設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ て お ら ず 、 か つ 減 少 傾 向 を 示 す と 、 前 記
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現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 線 形 的 に 一 定 値 だ け 増 加 さ せ た 値 に
設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る と 、 前 記 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送
率 を 前 記 可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 試 験 伝 送 率 設 定 ス テ ッ プ の 後 に 、 前 記 伝 送 ス テ ッ プ に 戻 る ス テ ッ プ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 通 信 装 置 に 備 え ら れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム で あ
っ て 、
　 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 で 前 記 ネ ッ
ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 側 の 通 信 装 置 へ 伝 送 す る 手 段 と 、
　 前 記 受 信 側 の 通 信 装 置 に そ れ ぞ れ の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト が 受 信 さ れ た 受 信 時 刻 を 、
前 記 受 信 側 の 通 信 装 置 か ら 受 信 す る 手 段 と 、
　 前 記 そ れ ぞ れ の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の 伝 送 遅 延 時 間 を 確 認 し 、 前 記 タ イ ム ス タ ン プ
パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 が 、 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る か 否 か を 検 査 す る
手 段 と 、
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 前 記 伝 送 遅 延 時 間 が 増 加 す る 場
合 に は 前 記 伝 送 率 を 減 少 し た 値 に 設 定 し 、 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ
ず 、 か つ 前 記 伝 送 遅 延 時 間 が 減 少 す る 場 合 に は 、 前 記 伝 送 率 を 増 加 し た 値 に 設 定 す る よ う
に 試 験 伝 送 率 を 調 整 す る 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る と 、 前 記 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送
率 を 前 記 可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 す る 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載
の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 よ り も 広 く 定 め ら れ た 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ る か 否 か
検 査 す る 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 前 記 伝 送 遅 延 時 間 が 増 加 す る 場
合 に は 、 前 記 伝 送 率 が 、 減 少 し た 値 に 設 定 さ れ 、 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 誤 差 範 囲 内 に
含 ま れ ず 、 か つ 前 記 伝 送 遅 延 時 間 が 減 少 す る 場 合 に は 、 前 記 伝 送 率 が 、 増 加 し た 値 に 設 定
さ れ る よ う に 前 記 試 験 伝 送 率 を 調 整 す る 手 段 を さ ら に 備 え る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 試 験 伝 送 率 が 、 指 数 的 フ ァ ク タ ー に 基 づ い て 増 加 ま た は 減 少 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 試 験 伝 送 率 が 、 線 形 的 な フ ァ ク タ ー に 基 づ い て 増 加 ま た は 減 少 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 線 形 的 な フ ァ ク タ ー が 、 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の プ ロ
セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 試 験 伝 送 率 が 、 指 数 的 な フ ァ ク タ ー に 基 づ い て 増 加 ま た は 減 少 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 試 験 伝 送 率 が 、 線 形 的 な フ ァ ク タ ー に 基 づ い て 増 加 ま た は 減 少 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 線 形 的 な フ ァ ク タ ー が 、 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の プ ロ
セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 各 手 段 が 、 ソ フ ト ウ ェ ア 命 令 、 ソ フ ト ウ ェ ア 命 令 が 実 装 （ implement） さ れ た ハ ー
ド ウ ェ ア 、 及 び ハ ー ド ウ ェ ア か ら な る グ ル ー プ か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に
記 載 の プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 関 し 、 特 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 （ available bandwi
dth） を 測 定 す る 方 法 及 び プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 来 、 Ｖ Ｏ Ｄ (Video On Demand)、 Ｖ ｏ Ｉ Ｐ (Voice over Internet Protocol)等 の よ う
に 、 伝 送 帯 域 幅 に 関 し て 所 定 レ ベ ル を 有 す る Ｑ ｏ Ｓ (Quality of Service)を 要 求 す る 様 々
な サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る よ う に な っ た 。 こ れ ら サ ー ビ ス に よ る デ ー タ を 、 様 々 な 特 性 を 有
す る ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 伝 送 す る た め に は 、 該 当 す る ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 （ す な
わ ち 該 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 時 に 利 用 可 能 な 帯 域 幅 ） を 測 定 す る こ と が 不 可 欠 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 あ る ネ ッ ト ワ ー ク 内 で 、 相 互 に 異 な る 帯 域 幅 を 有 す る 様 々 な リ ン ク を 介 し て 、
通 信 装 置 同 士 が 互 い に 接 続 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る た め の 例 示 図 で あ る 。 ネ ッ ト ワ ー ク
１ ０ ０ に 接 続 し て い る 通 信 装 置 １ ０ ８ ， １ １ ０ は 、 通 常 、 異 な る 帯 域 幅 を 有 す る 多 様 な リ
ン ク １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０ ６ を 介 し て 互 い に 通 信 を 行 う 。 同 図 に お い て 、 リ ン ク １ ０ ２ ，
１ ０ ４ ， １ ０ ６ を 示 す 各 ブ ロ ッ ク の 高 さ は 、 各 リ ン ク の 帯 域 幅 の 大 き さ を 概 念 的 に 示 す も
の で あ り 、 ま た 、 リ ン ク １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０ ６ に お い て 点 で 描 い た 部 分 は 、 通 信 装 置 １
０ ８ ， １ １ ０ の 通 信 前 に （ 不 図 示 の 他 の 通 信 装 置 相 互 間 に よ っ て ） 既 に 使 用 さ れ て い る 帯
域 幅 を 示 し 、 残 り の 部 分 は 未 使 用 状 態 に あ る 帯 域 幅 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 通 信 装 置 １ ０ ８ ， １ １ ０ が 、 相 互 に 異 な る 帯 域 幅 を 有 す る リ ン ク １ ０ ２ ， １
０ ４ ， １ ０ ６ を 介 し て 通 信 を 行 う と き に 、 デ ー タ が 通 過 す る リ ン ク １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０
６ の う ち 、 最 も 小 さ い 帯 域 幅 を 有 す る リ ン ク の 可 用 帯 域 幅 が 、 通 信 装 置 １ ０ ８ ， １ １ ０ に
対 す る ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ の 実 際 の 可 用 帯 域 幅 （ actual available bandwidth） と な る 。
す な わ ち 、 図 １ に 示 す 例 で は 、 リ ン ク １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０ ６ の う ち 、 最 も 小 さ い （ 未 使
用 ） 帯 域 幅 を 有 す る リ ン ク １ ０ ６ の 可 用 帯 域 幅 が 、 通 信 装 置 １ ０ ８ ， １ １ ０ に 対 す る ネ ッ
ト ワ ー ク １ ０ ０ の 実 際 の 可 用 帯 域 幅 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 従 来 の 帯 域 幅 測 定 技 術 で は 、 帯 域 幅 の 概 略 的 な 値 し
か 求 め る こ と が で き な か っ た 。 以 下 、 具 体 的 に 説 明 す る と 、 従 来 の 技 術 に よ れ ば 、 例 え ば
Ｔ Ｃ Ｐ (Transmission Control Protocol)／ Ｕ Ｄ Ｐ (User Datagram Protocol)パ ケ ッ ト を
、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ を 介 し て 一 定 時 間 の 間 に 受 信 側 の 通 信 装 置 １ １ ０ に 伝 送 す る と き に
、 こ の パ ケ ッ ト の 伝 送 帯 域 幅 を 、 一 定 時 間 の 間 だ け 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 最 大 可 用 帯 域 幅 よ り
も 高 く 飽 和 さ せ て 伝 送 す る 。 そ し て そ の 後 、 単 位 時 間 当 た り に 伝 送 し た パ ケ ッ ト の 個 数 と
、 受 信 側 の 通 信 装 置 １ １ ０ に 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト の 個 数 と 、 を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 パ
ケ ッ ト 損 失 及 び 可 用 帯 域 幅 を 推 定 す る 方 式 と し て い た 。 す な わ ち 、 パ ケ ッ ト の 伝 送 時 間 を
Ｔ 、 周 期 的 な パ ケ ッ ト サ イ ズ （ periodic packet size） を Ｓ と す る と 、 帯 域 幅 は Ｓ ／ Ｔ と
し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 帯 域 幅 推 定 方 式 を 使 用 す る と 、 測 定 の 正 確 度 を 高 め る た め に
は 長 時 間 に わ た っ て パ ケ ッ ト を 伝 送 及 び 受 信 し な け れ ば な ら な い た め 、 可 用 帯 域 幅 の 測 定
に 長 時 間 か か っ て し ま う 、 と い う 問 題 点 が あ っ た 。 し か も 、 可 用 帯 域 幅 の 測 定 が 行 わ れ る

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-74773 A 2006.3.16



長 時 間 の 間 、 帯 域 幅 を 飽 和 状 態 に 占 有 す る こ と に な る た め 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 帯 域 幅 が 浪 費
さ れ て し ま う 、 と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 の 方 式 は 、 単 位 時 間 当 た り に 伝 送 し た パ ケ ッ ト の 個 数 と 、 受 信 側 の 通 信 装 置
に 単 位 時 間 当 た り に 受 信 さ れ た パ ケ ッ ト の 個 数 と 、 を 比 較 す る 方 式 で あ る が た め に 、 ネ ッ
ト ワ ー ク の 実 際 の 可 用 帯 域 幅 を 実 時 間 （ リ ア ル タ イ ム ） で 測 定 す る の で は な く 、 単 に 固 定
時 間 （ fixed time） に お け る 瞬 間 的 な 平 均 帯 域 幅 を 計 算 し て 評 価 し て い る に 過 ぎ な い 。 従
っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 実 際 の 可 用 帯 域 幅 の 測 定 を 、 本 質 的 に 実 時 間 （ リ ア ル タ イ ム ） で 遂
行 す る こ と の 出 来 る 方 法 が 要 求 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅
を 高 速 で か つ 高 い 精 度 で 測 定 す る こ と が 出 来 る 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 及 び プ ロ セ シ ン グ シ ス
テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 実 際 の 可 用 帯 域 幅 を 測 定 し う る 可 用 帯 域 幅 測 定 方
法 及 び プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 測 定 に 必 要 と さ れ る 帯 域 幅 占 有
率 （ bandwidth occupation rate） を 減 ら す こ と が 可 能 な 、 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 及 び プ ロ
セ シ ン グ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 し た 本 発 明 の 一 の 側 面 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 可 用 帯 域 幅 の 測 定 方 法 で あ っ
て 、 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し て い る 受 信 側 の 通
信 装 置 へ 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 で ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 伝 送 し 、 該 受 信 側 の 通
信 装 置 に 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の そ れ ぞ れ が 受 信 さ れ た 時 刻 に 基 づ い て タ イ ム ス タ
ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 検 査 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 検 査 に よ り 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 、 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲 （ stable range
） 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 増 加 傾 向 を 示 す 場 合 に は 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 試 験
伝 送 率 を 減 少 さ せ た 値 に 設 定 し た 後 に 、 上 記 の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の 伝 送 及 び 伝 送 遅
延 時 間 差 の 変 化 傾 向 の 検 査 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 上 記 検 査 に よ り 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 減 少 傾 向 を 示 す
場 合 に は 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を 、 前 記 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ た 値 に 設 定 し た
後 に 、 上 記 の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の 伝 送 及 び 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 の 検 査 を 繰 り
返 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る と 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 を
可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 し た 本 発 明 の 他 の 側 面 は 、 通 信 装 置 に 備 え ら れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク の
可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム で あ っ て 、 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ
ケ ッ ト を 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 で 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 側 の 通 信 装 置
へ 伝 送 す る た め の 伝 送 手 段 と 、 受 信 側 の 通 信 装 置 に そ れ ぞ れ の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト が
受 信 さ れ た 受 信 時 刻 を 、 受 信 側 の 通 信 装 置 か ら 受 信 す る た め の 受 信 手 段 と 、 そ れ ぞ れ の タ
イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の 伝 送 遅 延 時 間 を 確 認 し 、 前 記 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅
延 時 間 差 が 、 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ る か 否 か を 検 査 す る た め の 検 査 手 段 と 、
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伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 前 記 伝 送 遅 延 時 間 が 増 加 す る 場 合 に は 前 記
伝 送 率 を 減 少 し た 値 に 設 定 し 、 前 記 伝 送 遅 延 時 間 差 が 前 記 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ ず 、 か つ 前
記 伝 送 遅 延 時 間 が 減 少 す る 場 合 に は 、 前 記 伝 送 率 を 増 加 し た 値 に 設 定 す る よ う に 試 験 伝 送
率 を 調 整 す る た め の 調 整 手 段 と 、 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 伝 送 し 、 受 信 側 に 受 信 さ れ
る 時 刻 に 基 づ い た 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 用 い て 試 験 伝 送 率 を 減 少 ま た は 増 加 さ せ 可
用 帯 域 幅 を 測 定 す る た め 、 測 定 に か か る 時 間 や 帯 域 幅 占 有 時 間 を 減 少 さ せ な が ら も 実 際 の
可 用 帯 域 幅 を 正 確 に 測 定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 下 記 説
明 及 び 添 付 図 面 に お い て 、 本 発 明 の 要 旨 を 曖 昧 に す る と 考 え ら れ る 公 知 機 能 及 び 構 成 に つ
い て は 、 適 宜 説 明 を 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ に お い て 、 可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る 本 発 明 の 実 施
形 態 に よ る 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 同 図 に お い て 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ
プ ２ ０ ０ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 予 め 定 め ら れ た 初 期 試 験 伝 送 率 に 設 定 す る 。 こ の 初 期 試 験 伝
送 率 は 、 予 測 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ の 可 用 帯 域 幅 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ で 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ｎ 個 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ
ト を 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ に 接 続 し て い る 受 信 側 の 通 信 装 置 １ １ ０ へ 現 在 設 定 さ れ て い る
試 験 伝 送 率 Ｒ で ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ を 介 し て 伝 送 す る 。 続 い て 、 ス テ ッ プ ２ ０ ４ で 、 通 信
装 置 １ ０ ８ は 、 通 信 装 置 １ １ ０ に タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の そ れ ぞ れ が 受 信 さ れ た 時 刻 を
通 信 装 置 １ １ ０ か ら 受 け 取 り 、 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト の そ れ ぞ れ の 受 信 時 刻 に 基 づ い て
そ れ ら タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 を 測 定 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ６
で 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 検 査 す
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の と き に 、 試 験 伝 送 率 Ｒ が ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ の 可 用 帯 域 幅 よ り も 大 き い と 、 図 ３ Ａ
及 び 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 増 加 す る 傾 向 を 示 す 。 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、
伝 送 遅 延 時 間 差 が 増 加 す る 傾 向 を 表 し た も の で あ り 、 図 ３ Ａ に 示 す よ う に 、 通 信 装 置 １ ０
８ が ｎ 個 の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ １ ～ Ｐ ｎ を 周 期 Ｔ で 送 信 し た と き に 、 通 信 装 置 １ １
０ に 受 信 さ れ る タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ １ ～ Ｐ ｎ 間 の 伝 送 遅 延 時 間 差 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ が 図 ３
Ｂ に 示 す よ う に 増 加 す る 。 す な わ ち 、 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 例 え ば 、 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ
ッ ト Ｐ １ と Ｐ ２ 間 の 時 間 Ｄ １ に 比 べ て タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ ２ と Ｐ ３ 間 の 時 間 Ｄ ２ が
よ り 長 く な る 傾 向 を 示 す 例 を 表 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 逆 に 、 試 験 伝 送 率 Ｒ が ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ の 可 用 帯 域 幅 よ り も 小 さ い と 、 図 ４ Ａ 及 び 図
４ Ｂ に 示 す よ う に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 減 少 す る 傾 向 を 示 す 。 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は 、 通 信 装
置 １ ０ ８ が 図 ４ Ａ に 示 す よ う に ｎ 個 の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ １ ～ Ｐ ｎ を 周 期 Ｔ で 伝 送
し た と き に 、 通 信 装 置 １ １ ０ に 受 信 さ れ る タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ １ ～ Ｐ ｎ 間 の 伝 送 遅
延 時 間 差 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ が 、 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 減 少 す る 傾 向 を 示 す 例 を 表 し て い る 。 す な わ
ち 、 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は 、 例 え ば 、 タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ １ と Ｐ ２ 間 の 時 間 Ｄ １ に 比
べ て タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト Ｐ ２ と Ｐ ３ 間 の 時 間 Ｄ ２ が よ り 短 く な る 傾 向 を 示 す 例 を 表 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 が 予 め 定 め ら れ た 安 定 範 囲
（ stable range） 内 に 含 ま れ る よ う に な る ま で 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 増 加 す る 傾 向 を 示 す 場
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合 に は 試 験 伝 送 率 Ｒ を 減 少 さ せ 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 減 少 す る 傾 向 を 示 す 場 合 に は 試 験 伝 送
率 Ｒ を 増 加 さ せ る こ と に よ っ て 、 安 定 範 囲 内 に 収 斂 し た 試 験 伝 送 率 Ｒ を 求 め る こ と が 可 能
に な る 。 そ し て 、 こ の よ う に し て 求 め ら れ た 試 験 伝 送 率 Ｒ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ０ の 実 際
的 な 可 用 帯 域 幅 と な る 。 こ こ で 、 「 安 定 範 囲 」 と は 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 収 斂 す る か 否 か 判
定 す る た め に 予 め 設 定 し て お い た 範 囲 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の 如 く 、 送 信 側 の 装 置 が 、 複 数 の 周 期 的 な タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 送 信 し 、 受 信
側 に 受 信 さ れ る 時 刻 に 基 づ い た 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 用 い て 試 験 伝 送 率 を 減 少 ま た
は 増 加 さ せ 可 用 帯 域 幅 を 測 定 す る こ と に よ っ て 、 測 定 に か か る 時 間 や 帯 域 幅 占 有 時 間 を 減
少 さ せ な が ら も 実 際 の 可 用 帯 域 幅 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 他 の 実 施 の 形 態 と し て は 、 送 信 側 の 通 信 装 置 １ ０ ８ が 、 安 定 範 囲 を 基 準 と し て 定
め ら れ た 誤 差 範 囲 （ error range） 内 に 含 ま れ る ま で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に 減 少
ま た は 増 加 さ せ 、 そ の 後 、 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ た 場 合 に は 試 験 伝 送 率 Ｒ を 線 形 的 に 減 少 ま
た は 増 加 さ せ る こ と に よ っ て 、 可 用 帯 域 幅 測 定 に か か る 時 間 を 一 層 短 縮 さ せ る こ と も 可 能
で あ る 。 こ の 場 合 に は 勿 論 、 誤 差 範 囲 は 、 安 定 範 囲 よ り も 広 い 範 囲 と し て 予 め 定 め ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ６ で 伝 送 遅 延 時 間 差 の 変 化 傾 向 を 検 査 し 、
ス テ ッ プ ２ ０ ８ で 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ る か 否 か を 検 査 す る 。 こ の 検 査 の
結 果 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ な い と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８
は 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ で 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 増 加 傾 向 に あ る か 減 少 傾 向 に あ る か を 検 査 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ で 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 図 ３ Ｂ で 表 し た よ う に 増 加 傾 向 を 示 す も の と 判 断
さ れ る と 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ １ ２ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に 減 少 さ せ
る よ う に 再 設 定 し た 後 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に 戻 る 。 こ こ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に
減 少 さ せ る た め に 、 例 え ば 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を mean(R*e - N +R)に 設 定 す る こ と が で き る 。 す
な わ ち 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ に 指 数 関 数 で あ る e - N を 乗 じ た 後 に 、 こ の 値 と
現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ の 平 均 値 を 新 し い 試 験 伝 送 率 Ｒ に 設 定 す る こ と に よ っ て
、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に 減 少 さ せ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 で 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ の 検 査 の 結 果 、 図 ４ Ｂ に 表 し た よ う に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 減 少
傾 向 を 示 す と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ １ ４ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ
を 指 数 関 数 的 に 増 加 さ せ る よ う に 再 設 定 し た 後 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に 戻 る 。 こ こ で 、 試 験
伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に 増 加 さ せ る た め に 、 例 え ば 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を mean(R*e N +R)に 設 定
す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ に 指 数 関 数 で あ る e N を 乗
じ た 後 に 、 こ の 値 と 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ の 平 均 値 を 新 し い 試 験 伝 送 率 Ｒ に 設
定 す る こ と に よ っ て 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 指 数 関 数 的 に 増 加 さ せ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 を 外 れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 変 化 傾
向 に 応 じ て 試 験 伝 送 率 を 指 数 関 数 的 に 減 少 さ せ る 又 は 増 加 さ せ る よ う に 再 設 定 し 、 再 設 定
さ れ た 試 験 伝 送 率 Ｒ で タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 再 び 伝 送 す る こ と を 繰 り 返 す こ と に よ っ
て 、 最 終 的 に は 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 に 含 ま れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う し て ス テ ッ プ ２ ０ ８ に お い て 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ る と 判 断 さ
れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ １ ６ で 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 内 に 含
ま れ る か 否 か を 検 査 す る 。 こ の 検 査 の 結 果 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 内 に 含 ま れ な い と
判 断 さ れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ １ ８ で 、 当 該 伝 送 遅 延 時 間 差 が 増 加
傾 向 を 示 す か 減 少 傾 向 を 示 す か に つ い て 検 査 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ８ の 結 果 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 図 ３ Ｂ に 示 す よ う に 増 加 傾 向 を 示 す と 判 断 さ
れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ ２ ０ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 線 形 的 に 減 少 さ せ
る よ う に 再 設 定 し た 後 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に 戻 る 。 こ こ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 線 形 的 に 減 少
さ せ る た め に 、 例 え ば 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ か ら 一 定 の 値
Δ Ｒ を 引 く こ と か ら 得 ら れ た 値 に 再 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ ２ １ ８ の 結 果 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 減 少 傾 向 を 示 す と
判 断 さ れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ ２ ２ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 線 形 的 に 増
加 さ せ る よ う に 再 設 定 し た 後 に 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に 戻 る 。 こ こ で 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 線 形 的
に 増 加 さ せ る た め に 、 例 え ば 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ に 一 定
の 値 Δ Ｒ を 加 算 す る こ と か ら 得 ら れ た 値 に 再 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 に は 含 ま れ る が 、 安 定 範 囲 を 外 れ て い る 場 合 に
は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 変 化 傾 向 に 応 じ て 試 験 伝 送 率 を 線 形 的 に 減 少 さ せ る 又 は 増 加 さ せ
る よ う に 再 設 定 し 、 再 設 定 さ れ た 試 験 伝 送 率 Ｒ で タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 再 び 伝 送 す る
こ と を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 最 終 的 に は 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 に 含 ま れ る よ う に す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に し て 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 に 含 ま れ る と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 通 信 装 置
１ ０ ８ は 、 ス テ ッ プ ２ １ ６ か ら ス テ ッ プ ２ ２ ４ に 進 み 、 現 在 設 定 さ れ て い る 試 験 伝 送 率 Ｒ
を 可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 も ち ろ ん 、 初 期 設 定 さ れ た 試 験 伝 送 率 Ｒ で ｎ 個 の タ イ ム ス タ ン プ パ ケ ッ ト を 初 め て 伝 送
し た と き に 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 に 含 ま れ る と 判 断 さ れ る 場 合 も 有 り 得 る 。 当 然 、
こ の 場 合 に は 、 通 信 装 置 １ ０ ８ は 、 試 験 伝 送 率 Ｒ を 増 加 さ せ た り 減 少 さ せ た り す る 必 要 は
無 い の で 、 ス テ ッ プ ２ ０ ６ か ら ス テ ッ プ ２ ０ ８ 及 び ス テ ッ プ ２ １ ６ を 順 に 経 由 し 、 ス テ ッ
プ ２ ２ ４ に お い て 初 期 試 験 伝 送 率 を 可 用 帯 域 幅 と し て 決 定 し 、 該 伝 送 率 に 基 づ い て 、 受 信
側 の 通 信 装 置 １ １ ０ へ の デ ー タ 伝 送 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ
ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 定 め ら れ る 本 発 明 の 範 囲 内 で 各 種 の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 明
ら か で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 特 に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ る ま で 、 試 験 伝
送 率 を 指 数 関 数 的 に 減 少 ま た は 増 加 さ せ 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 誤 差 範 囲 内 に 含 ま れ た 後 に は
、 安 定 範 囲 に 含 ま れ る ま で 試 験 伝 送 率 を 線 形 的 に 減 少 ま た は 増 加 さ せ る こ と に よ っ て 、 測
定 に か か る 時 間 を よ り 短 縮 さ せ る 例 に つ い て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し か し な が ら 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 と し て 、 伝 送 遅 延 時 間 差 を 誤 差 範 囲 と 比 較 し 、
誤 差 範 囲 に 含 ま れ な い 場 合 に 試 験 伝 送 率 を 減 少 ま た は 増 加 さ せ て 再 設 定 す る 処 理 を 省 略 す
る 構 成 と し て も 良 い 。 も ち ろ ん 、 こ の 場 合 に は 、 か か る 処 理 を 省 略 し な い 上 述 の 実 施 の 形
態 と 比 較 す る と 、 測 定 に か か る 時 間 が 多 少 長 く な る こ と が 予 想 さ れ る が 、 こ の 場 合 で あ っ
て も 、 従 来 と 比 較 す る と 、 測 定 に か か る 時 間 と 帯 域 幅 占 有 を 減 ら す こ と は 依 然 と し て 可 能
で あ る 。 ま た 、 こ の 他 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 伝 送 遅 延 時 間 差 が 安 定 範 囲 に 含 ま れ な い
場 合 に 、 試 験 伝 送 率 を 減 少 ま た は 増 加 さ せ て 再 設 定 す る 処 理 を 行 う に あ た り 、 試 験 伝 送 率
を 線 形 的 で な く 指 数 関 数 的 ま た は そ の 他 の 形 態 で 減 少 ま た は 増 加 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 本 発 明 に 従 っ た 可 用 帯 域 幅 測 定 処 理 は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム や プ ロ セ
ッ サ ー の よ う な プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム (processing system)で も 遂 行 可 能 で あ る こ と が 明
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ら か で あ る 。 該 プ ロ セ シ ン グ シ ス テ ム は 、 一 般 の 用 途 ま た は 特 定 用 途 向 け の シ ス テ ム の よ
う な 手 段 、 或 い は 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ (laptop computer)、 デ ス ク ト ッ プ コ ン ピ
ュ ー タ (desktop computer)、 サ ー バ ー (server)、 ハ ン ド ヘ ル ド コ ン ピ ュ ー タ (handheld co
mputer)、 専 用 論 理 回 路 (dedicated logic circuit)ま た は 集 積 回 路 (integrated circuit)
の よ う な ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 (hardware configuration)が 使 用 さ れ 得 る 。 本 発 明 の 一 の 側 面
(aspect)に お い て 、 プ ロ セ ッ サ ー は 、 ソ フ ト ウ ェ ア 命 令 ま た は コ ー ド を 含 む よ う に プ ロ グ
ラ ム さ れ た ハ ー ド ウ ェ ア で あ る Ｐ Ａ Ｌ (Programmable Array Logic)、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ (Applicati
on Specific Integrated Circuit)な ど の グ ル ー プ か ら 選 ば れ る こ と が で き る 。 ま た 、 ハ
ー ド ウ ェ ア 回 路 (hardware circuitry)は 、 本 発 明 を 実 現 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア 命 令 に 置
き 換 え ら れ て 、 或 い は 、 こ れ ら と 組 み 合 わ せ ら れ て 使 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 (principle)は 、 プ ロ セ ッ サ ー に よ り 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー
タ 読 出 し 可 能 な （ プ ロ グ ラ ム ） コ ー ド に よ り 実 現 さ れ る こ と が で き る 。 上 記 の コ ー ド は 、
例 え ば PROM, EPROM, EEPROM 或 い は RAMな ど の 各 種 メ モ リ に 格 納 さ れ る か 、 こ れ ら メ モ リ
媒 体 、 Ｉ ／ Ｏ デ バ イ ス 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 又 は 可 撓 性 の あ る 所 謂 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 Ｃ
Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｍ Ｏ 、 Ｍ Ｄ 、 ま た は Ｄ Ｖ Ｄ の よ う な 磁 気 記 録 媒 体 や 光 記 録 媒 体 、 光 媒 体 等 か
ら 読 出 し ／ ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に よ っ て 限 定 さ れ る べ き で は 無 く 、 特 許 請
求 の 範 囲 及 び そ の 均 等 物 に よ り 定 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 ネ ッ ト ワ ー ク 内 で 、 相 互 に 異 な る 帯 域 幅 を 有 す る 様 々 な リ ン ク を 介 し て 、 通 信 装
置 同 士 が 互 い に 接 続 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る た め の 例 示 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 可 用 帯 域 幅 測 定 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ っ て 試 験 伝 送 率 を 減 少 さ せ る 場 合 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ っ て 試 験 伝 送 率 を 減 少 さ せ る 場 合 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ っ て 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ る 場 合 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ っ て 試 験 伝 送 率 を 増 加 さ せ る 場 合 を 説 明 す る た め の 示 す
図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ Ｂ 】
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